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桃のACP－Peachthin322処理による摘果効果

－特に品種間差異と散布時期について－

佐藤幸平・熊谷徹郎

（宮城保養試）

1　ま　え　が　さ

桃の薬剤摘賃（花）の実用化をはかるために，輩者

らは1962年ユタ摘果（花）刺の開発及びその使

用方法，摘果内容について検討してきた．今回は備に

A（）P－POaeht山n322　の品種及び散布時期の相異

に上る摘環効零について報告する．

2　験　鹸　方　法

1962年は大久保他2品種を用い，散布時期は消

閑時，5日後■10日後の区を設け，濃度は20い

400ppmとした．1963年は大久保他2品種を用

い，1962年と同様に消閑時，5日後・10日後の

区を設け，200pp皿（ソルボンで800倍加用）を

散布した。1964年は大久保の消閑2日後（4月30

日）に大久保他4品種に200ppmを一斉散布した。

更に同年に散布時刻と摘果効果の関係をみるため軋大久

保の渦開6日後に6時・14時・18時散布の区を設

け，200ppmの散布を実施した．試験区はいづれも大

枚毎に設け3連とした．調査は区当力長尾校10本に

ついて行なった．散布方法軋　小型手押噴霧機を使用

した．

3　獣験綺果及び考嚢

L　散布時期と痛罵効果について

1962年に於ける200ppn散布の結果は，粛1

表に示す通わである．

弟1表　P08ehtblnの散布時期と摘果効果
（1962）

白　　鳳 高　　倉

月日

5．21 811 説21 88 良21

34．4■281 46．1 35．6 82

216 15．7 389 24．0 l a7

189 1al 6乱8 45．2 54．1

7＆4 5⊥4 85．0 63．1 8m1

晶

証濃度：200ppm，数字は着果率

．満開時：白鳳・高倉4月28日，大久保5月1日
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すなわちこの表に上れば，嫡罠効果は品種に上って異

なってレ、る．白鳳は散布時期がおくれる程効果が高く，

高倉では消閑5日後散布が最も効喋が高く次いで満開

時散布となっている．大久保は5月21日調査で軋

満開時，5日後散布ではその効賃も高くやや摘果過度

の傾向がみられた．

1963年の結果は第2表に示す通力である。

第2表　Poaehthinの散布時期と摘果効果
（1962）

布目早生 高　　倉

月日

5．1 6 a5 5．1 6 a 5 5．16

α9事 0 8 8 2．4 a5

8 7 0 3 1．4 1 3．3 2 1．1

1a O 1．1 67 7 2 2．2 66．0

9 0．8 6 5．1 9 9．3 7 4．4 8 3．1

証　濃度：200ppm（ノルポンT800倍加用）
数字は着電率

満開時：布目一高倉4月24日・大久保4月26日

高倉．大久保の両品種は散布時期が早い程摘果効果が

高く，満開時及び5日後散布では摘果が過度であった・

布目早生は各散布時期とも摘侵過度のため，散布時期

の差は明らかでなかった。

以上1962年と1963年の結果工少散布時期と

摘果効果の関係をみると，満開時から5日後頃jでは

痛罵効果が高く，散布時期がかくれる程効果の低下が

みられた．筒散布時の薬害の発生は，200ppmで散

布時期がおくれるにしたがって葉の薬害がやや多くな

るが，満開時から5日後までの散布時期で軋　実用上

支障のない程度のものであった．

次に散布時期と落果波相の関係を虜1図でみると，

鼻　　　　大　　久　　層

第1円　Poaebtblnの散布時期と落電波相（1963）
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高倉では各散布時期とも散布後12－17日のl親好大

きな落果の山がみられ，紘落壕ヰ三の15～60宙を．lj

めて■ハる、大久保では落失の最も多困時期拭，満開時

散布では散布後16～21日の聞，5日後散布は10

～15日の聞，10日後散布では散布穐10日頃打大

きな落果の山がみられ総落果率の30～50節を占め

ている。このことから処環による落葉は，おおむね散

布後10日頃からみられ，20日後頃まで打は大部分

のものが落果するものと思われる．

2．散布時刻と摘果効果について

散布時刻を6時・14時・18時に行なった場合の

摘喫効頃は第3表に′示す通りである。

努3表　P8aehthinの散布時刻と摘果効果（1964）

証　大久保満開6日後（5月4日）200ppm散布

この衣に上れば，処理33日後（6月H日）では，h

づ九の散布時刻でも高い摘喋劾華を示した，次好処理

間では14時散布区の高温時の散布が他の6時・18時

散布区に較べて最も劾異が高く，6時散布区と18時

散布区はほぼ同じ程度の効果を示した．即ち散布時刻

の相異によって摘果効喋の差が生じたのであるが，こ

のことは特に散布時の気温・湿度更に散布後数時間の

気温・湿度が摘果効果に大きな影響をあたえるものと

思われる．尚糞の薬害は14時散布区が6時散布区・

18時散布区エカヤや多い傾向にあった．

鼠　品種の相異と摘果効果について

品種閲の摘喋効果をみるために，1962年及び

1963年は3品種を用い，各々の品種の開花時期別

に散布した∴その結果第1表，第2表によれば．大久

保工少摘喋効果の高いものとしては布目早生であれ

低いものとしては白鳳．高倉であった。更に1964

年は大久保他4品椎を用い，大久保の消閑2日後（4

月30日）を基準として一斉散布を行なった。尚品種

に上る散布時までの満開後の日数は，布目早生は5日

後，倉方早生4日後，高倉6日後．南陽白桃2日後と

なってレ、る．その結果は第4表に示す通わである．

第・1衣　品種に上るPOaehthinの摘果幼儒（1964）

布目早生 倉方早生 高　　 倉 大久　保

処理 対照 処理 対照 処理 対照 処理 対照 処理

4．9 雀 7　札2 2 a 9 9 1．6 4 4．1 9 4．4 l a 8 7 凱4 8 6

1．9 ノ1 †16 4．4 1 7 2 2 5．0 7 乞0 7 4 5 2．9 1．8

証　濃度：200ppm

この衣によれば処理19日後の5月18日では，効

果の最も高いのは，布■臼早／lミ次いで満願白桃であれ

これらはhづ九　も　9（）痴以＿l二の落果を示し．

次に大久保の86感，合方の74界で，最も摘喋効果

の少なかったのは高倉の56帝であった，更に処理36

日後の6月7日では．摘果効果の高し、のは布目・高限・

倉方・大久保の願で，これらは90弱以上の落栗で着

果不足の状態であった．高倉は25帝の着果率を示し

着果がやや多かった．尚各品椎によって満開後から散

布時までの日放は2～6日の範囲となっているが，

1962年，1963年の結喋を含めて考えると，こ

の範囲の敢布時期では　影響は少ないものと思われる．

次に品種間の落果皮相（園省略）をみると，処理区

は各品種とも処理政10日頃からみられ，12日後ま

でには総落侵率の50～90努を示し，滴壊効果の高

い品種程この期間の落果が特に多くなっている．その

後処理24日按までに処理劾壕のあらわれた現実は殆

んど落填した，無処理区は5月28日頃までの落嘆は．

各品種とも少ないが，6月に入ってからの落果が多く

みられ，特に花命のない合方・高膀白桃は6月3日か

散布月日：4月30日　数字は着果率

ら6月7日の間に大きな生理落喋の山がみられ，不漫

精環の大部分はこの時朋までに落果した．このような

ことから不投精による落壕は満開後30日頃から多く

なれ　40～45日後までには大部分のものか落果す

るものと思われる．

以上のようなことから品座間の相異に上るPeaeIl－

thin　の摘果勒束を1962年・1963年及び1964

年に供試した品種を総合して考えてみると，満開後約

20日頃までの落壕率では，布目幸高陽＞大久保＞倉

方＞白鳳＞高倉とな少，布目・高腸は鰯儒効儀が最も

高く，高倉は最も効喋が低い傾向を示している．しか

し満開後約40日頃jでの落果率は，不授精による落

環などが含まれてくるので満開後20日頃の品感聞差

とは多少異なっている．即ち落賃率の多い順序として

は，布目≠高陽＞倉方＞大久保＞白鳳＞高倉となれ

大久保より痛罵効僕の高いものとしては．布目・高陽・

倉方などであり，少ないものとしては白鳳・高倉など

であった．
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また効果は品種間で差異が．明らかに認められた。

したがって混植園に於けるPeachthinの実用化に当

以上の結喋から散布時期としては，摘果効果及び薬　　つては，品種によって効果の異なることを充分考慮し

害の点を考えると，満開後2－5日頃がよいものと思　　なければならないものと思われる。

われるが，散布前後の気象条件によって効果差がみら

れる．

桃の薬剤摘花果に関する武威（第2報）

井上重雄・原田良平・上野　勇

（福島県園試）

1　ま　え　が　さ

この試験は桃栽培に当って多くの労力を必要とする

摘果作美を，薬剤で行なうことによって・摘果労力を

軽漉させる目的から，昭和36年度より農林省園芸試

験場が中心とな少，各県の連絡試験として行なってい

るものである．

薬剤としては，ドルマントコロマイト石灰硫黄

合剤．ナフタリン酢酸トACPI’eaehthln322・

30］）．デナボン等について試感を行なった結果・ド

ルマ二／ト（直接剤），ACP Peachthln322・・3

cf・（ホルモン剤）において高い効菜が認められたの

で，昭和38年度には，この3種をとり上げ試験を行

なった。

1．AC：P Peaehthin　322　について

昭和36年‥・37年の結果より効果の期待できそう

な漉鹿および，散布時期が明らかになったので・昭和

38年度には規模を大きくして，1囲全体に散布した

場合の実用性について検討した．

（1）試鰊方法

大久保13年生の樹勢中位のものを使用し，200ppm

200ppm＋ソルポ∵／T（12讐イ㍍）を満開後2日に
散布を行なレ，各区5樹単位に区を設け，薬剤散布は

飼全体に′」、型動力噴癌機で散布し・各樹で代表と患わ

れるような大枚側伎5本を逸び調査対象とした・

調査方法は生理落果前（満開後26日）と生理落果

後（満開後41日）に着項数を調査し・滴用後2日の

花数に対する着果率について無散布区と此奴した・

（2）試験結果

第1表　AC二P Peachthin　322　の摘儒効侵

処　 理　 区 着 果奉

生 （

理 消 ■

落 開 二

言 後 室

2 0 0 p p m 7 3．7　 用

2 0 0 p p m 十 ノルガンで 6 4．1

無　 散　 布 9 5，6

L ・S ・つ （n O 5 ） 1 0．1

生 （

芸 馳

芸 後 巳

2 0 0 p p m 3 4．9　 （利

2 0 0 p p m 十ソルボンで 3 2．9

無　 敵　 布 3 8．0

1 ・S ・D （n O 5 ） 5．8

′■さ　　　め　　　′ク　′4　～p Jp

→繭量月8

第1図　ACP P的抽thln322の着電
減少状況（5飼平均）


